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キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
最
大
の

特
徴
は
そ
の
大
き
さ
に
あ
り
ま

す
。
９
つ
の
周
堤
墓
の
う
ち
、

最
も
大
き
な
１
号
周
堤
墓
（
前

ペ
ー
ジ
写
真
）
は
83
ｍ
の
大
き

さ
を
誇
り
ま
す
。
他
の
遺
跡
で

見
つ
か
っ
て
い
る
周
堤
墓
は
一

般
的
に
10
～
30
ｍ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
大
サ
イ
ズ
な
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
周
堤
の

頂
部
か
ら
そ
の
下
の
く
ぼ
み
の

底
ま
で
の
深
さ
が
4.7
ｍ
も
あ
る

２
号
周
堤
墓
も
圧
巻
で
す
。

　　　
こ
の
周
堤
墓
を
造
る
の
に
約

３
千
㎥
の
土
を
掘
っ
て
積
み

上
げ
た
と
の
試
算
が
あ
り
ま

す
。
機
械
や
金
属
の
道
具
を
使

わ
ず
、
仮
に
一
人
一
日
一
立
方

メ
ー
ト
ル
を
掘
っ
て
積
み
上
げ

た
と
想
定
す
る
と
、
25
人
が
か

世
界
遺
産
登
録
ま
で
あ
と
一
歩

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
あ
る

市
内
中
央
地
区
の
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》。

昨
年
９
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る

《
イ
コ
モ
ス
》
の
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
、

世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
道
の
り
が
終
盤
に
差
し
か
か
り
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
も
、

世
界
遺
産
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
ぐ
っ
と
近
づ
き
ま
し
た
。

特
集
で
は
改
め
て
遺
跡
の
魅
力
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
な
が
ら
、

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の
《
今
》
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
千
歳
駅
か
ら
国
道
３
３
７
号

を
長
沼
町
に
向
か
い
約
10
㎞
、

道
東
自
動
車
道
の
千
歳
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
越
え
て
す

ぐ
、
国
道
の
両
脇
に
林
が
迫
っ

た
場
所
が
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
で

す
。
史
跡
の
一
部
分
を
国
道
が

貫
い
て
い
る
た
め
、
そ
こ
を
通

行
す
る
と
き
、
両
脇
に
広
が
る

周
堤
墓
の
凹
凸
地
形
を
間
近
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
馬
追
丘
陵
の

西
側
の
ふ
も
と
、
標
高
15
～
20

ｍ
の
緩
や
か
な
斜
面
上
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
付
近
は

キ
ウ
ス
の
ほ
か
に
も
多
数
の
遺

跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、《
遺
跡

銀
座
》
と
い
え
る
よ
う
な
地
域

で
す
。
当
時
、
遺
跡
西
側
の
低

地
に
は
広
大
な
湖
沼
、
湿
地
帯

が
広
が
り
、
食
料
と
な
っ
て
い

た
動
植
物
が
豊
か
な
場
所
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
現
在
、

９
基
の
周
堤
墓
を
含
む
約
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
国
の
史
跡
と
し
て

指
定
さ
れ
、《
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
》
の
構
成
資

産
の
一
つ
と
し
て
世
界
遺
産
登

録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

り
で
１
２
０
日
も
か
か
る
計
算

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
規

模
の
大
き
な
周
堤
墓
が
群
集
し

て
い
る
こ
と
が
、
キ
ウ
ス
の
最

大
の
価
値
だ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
と

縄
文
時
代
終
末
の
２
層
の
火
山

灰
に
厚
く
覆
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
埋
ま
り
き
る
こ
と
な
く
現

在
で
も
地
表
か
ら
そ
の
形
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
点
も
非
常
に

貴
重
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
明
治

時
代
か
ら
そ
の
く
ぼ
み
の
存
在

が
知
ら
れ
、
学
会
で
も
発
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

ア
イ
ヌ
の
チ
ャ
シ
（
砦
）
と
す

る
説
が
有
力
で
、
昭
和
５
年
に

は《
史
蹟
キ
ウ
ス
ノ「
チ
ヤ
シ
」》

と
し
て
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

物
保
存
法
に
も
と
づ
き
仮
指
定

さ
れ
、
遺
跡
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
39
・
40
年

に
１・
２
号
周
堤
墓
の
部
分
的

な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
く
ぼ

み
の
中
で
、
縄
文
時
代
の
終
わ

り
に
降
っ
た
火
山
灰
層
の
下
の

土
か
ら
墓
標
と
み
ら
れ
る
立
石

の
あ
る
墓
穴
の
ほ
か
に
、
土
器

や
石
器
、
土
偶
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
周
堤
墓
の
す
ぐ

そ
ば
の
墓
穴
か
ら
は
石
棒
（
左

の
写
真
）も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
キ
ウ
ス
が
縄
文
時

代
の
集
団
墓
と
判
明
し
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
昭
和
54
年
、
８

基
の
周
堤
墓
を
含
む
約
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
が《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》

の
名
称
で
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
21
年
、
千
歳
市

は
文
部
科
学
省
か
ら
キ
ウ
ス
周

堤
墓
群
の
管
理
団
体
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
と
し
て
史
跡
の
保
存
・
管
理

お
よ
び
公
開
・
活
用
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
平
成

28
年
に
は
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
の

《
保
存
管
理
計
画
》
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
本
質

周
堤
墓
と
は

周
堤
墓
と
は

キ
ウ
ス
の
場
所
と
地
形

キ
ウ
ス
の
場
所
と
地
形

　
周
堤
墓
は
、
縄
文
時
代
の
集

団
墓
地
で
す
。
円
形
に
掘
っ
た

く
ぼ
み
の
周
り
に
土
手（
周
堤
）

を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
ド
ー

ナ
ツ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま

す
（
左
図
）。
周
堤
で
囲
ま
れ

た
区
画
の
中
に
複
数
の
お
墓
を

造
り
、
遺
体
を
埋
葬
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
《
周
堤

墓
》と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
周
堤
墓
は
縄
文
時
代
後
期
の

一
時
期
（
約
３
２
０
０
年
前
）

に
の
み
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

北
海
道
固
有
の
と
て
も
珍
し
い

遺
跡
で
、
特
に
千
歳
か
ら
数
多

く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

キ
ウ
ス
の
特
徴
と
価
値

キ
ウ
ス
の
特
徴
と
価
値

キ
ウ
ス
の
保
護
と

キ
ウ
ス
の
保
護
と

調
査
・
整
備

調
査
・
整
備

６号

４号

１号

３号

２号

５号

12号

11号

国道 

337

←
至
長
沼
町

←
至
長
沼
町

至
千
歳
市
街
→

至
千
歳
市
街
→

史跡指定範囲史跡指定範囲

駐車場

的
価
値
を
損
な
う
こ
と
な
く
適

切
な
保
存
管
理
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
史
跡
を
次
世
代
へ
確

実
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
指

針
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
策
定
と
並
行

し
、
史
跡
周
辺
の
範
囲
確
認
の

た
め
の
試
掘
調
査
・
現
況
測
量

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
平

成
25
～
29
年
）。
試
掘
調
査
は
、

国
道
東
側
の
史
跡
周
辺
部
で
行

わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
周
堤
墓

と
同
時
期
の
土
器
・
石
器
な
ど

が
出
土
し
、
遺
跡
の
広
が
り
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
な
成
果
と
し
て
、
６

号
周
堤
墓
に
隣
接
し
た
地
点
に

新
た
な
周
堤
墓
が
１
基
（
14
号

周
堤
墓
）
見
つ
か
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
基
に
、
令
和
元
年
10
月
に

約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
追
加
指
定

さ
れ
、
９
基
の
周
堤
墓
を
含
む

約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
史
跡
の
範

囲
が
拡
大
し
ま
し
た
（
左
図
）。

こ
れ
ら
試
掘
調
査
か
ら
追
加
指

定
に
至
る
背
景
に
は
、
近
隣
の

住
民
の
皆
さ
ん
や
土
地
所
有
者

の
多
大
な
理
解
と
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。

14号

１・２号周堤墓から出土し
た土器・石器（昭和 39、40 年）

４号周堤墓外縁部の墓穴
から出土した石棒（昭和
40 年・市指定文化財）

写真提供：吉田 裕吏洋 氏

写真提供：吉田 裕吏洋 氏

２号周堤墓の全景

大
解
剖
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

土手（周堤） 平面図

断面図

土手（周堤）土手（周堤）

墓穴

土手が低くなっ
ているところが
出入口と考えら
れている

中の部分を丸く掘っ
たくぼみに、墓穴（濃
色部）を堀り遺体を
埋葬する

先端には模様が
刻まれています

史
跡
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

最大 83m
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世
界
遺
産
と
し
て
の
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

　

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
営
み
と

私
た
ち
人
類
の
歴
史
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未

来
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
貴
重
な
宝

で
す
。こ
の
宝
は
全
世
界
で
共
有
し
、

保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
世
界
遺
産
に
は
、
建
物
や
記

念
物
、
遺
跡
な
ど
の
《
文
化
遺
産
》、

地
形
や
地
質
、
生
態
系
な
ど
の
《
自

然
遺
産
》、
両
方
の
性
質
を
持
っ
た

《
複
合
遺
産
》
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

全
体
の
登
録
数
は
１
１
２
１
件
で
、

そ
の
う
ち
日
本
の
世
界
遺
産
は
23
件

で
す
。

　
縄
文
時
代
、
津
軽
海
峡
に
ま
た
が

る
北
海
道
南
西
部
か
ら
北
東
北
の
地

域
に
は
、
同
一
の
文
化
圏
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
を
め

ざ
す
《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
》
は
、
１
万
年
以
上
に
わ
た
っ

て
続
い
た
こ
の
地
域
の
縄
文
文
化
の

変
遷
を
具
体
的
に
示
す
代
表
的
な
17

の
遺
跡
で
構
成
さ
れ
（
左
図
）、
キ

ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
そ
の
構
成
資
産

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。《
縄
文

遺
跡
群
》
は
大
き
な
ム
ラ
や
貝
塚
、

お
墓
な
ど
遺
跡
に
よ
っ
て
、
時
期
や

内
容
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ
ら
の

遺
跡
を
通
し
て
見
る
と
、
縄
文
文
化

の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
ム
ラ

の
様
子
の
移
り
変
わ
り
や
自
然
と
の

か
か
わ
り
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
適
応
し
て
き
た
か
を
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
点
に
世
界

遺
産
と
し
て
必
要
な
《
顕
著
な
普
遍

的
価
値
》
を
見
い
出
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
中
で
、
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

は
、
縄
文
時
代
末
ご
ろ
の
お
墓
に
関

し
て
説
明
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

H18
(2006)

北海道・北東北の
縄文遺跡群の位置

1. キウス周堤墓群（千歳市）／２. 北1. キウス周堤墓群（千歳市）／２. 北
黄金貝塚（伊達市）／ 3-4. 入江・高砂黄金貝塚（伊達市）／ 3-4. 入江・高砂
貝塚（洞爺湖町）／ 5. 大船遺跡（函館貝塚（洞爺湖町）／ 5. 大船遺跡（函館
市）／ 6. 垣ノ島遺跡（函館市）／ 7. 大市）／ 6. 垣ノ島遺跡（函館市）／ 7. 大
平山元遺跡（外ヶ浜町）／ 8. 田小屋平山元遺跡（外ヶ浜町）／ 8. 田小屋
野貝塚（つがる市）／ 9. 亀ヶ岡石器時野貝塚（つがる市）／ 9. 亀ヶ岡石器時
代遺跡（つがる市）／ 10. 三内丸山遺代遺跡（つがる市）／ 10. 三内丸山遺
跡（青森市）／ 11. 大森勝山遺跡（弘跡（青森市）／ 11. 大森勝山遺跡（弘
前市）／ 12. 小牧野遺跡（青森市）／前市）／ 12. 小牧野遺跡（青森市）／
13. 二ツ森貝塚（七戸町）／ 14. 是川石13. 二ツ森貝塚（七戸町）／ 14. 是川石
器時代遺跡（八戸市）／ 15. 御所野遺器時代遺跡（八戸市）／ 15. 御所野遺
跡（一戸町）／ 16. 大湯環状列石（鹿跡（一戸町）／ 16. 大湯環状列石（鹿
角市）／ 17. 伊勢堂岱遺跡（北秋田市）角市）／ 17. 伊勢堂岱遺跡（北秋田市）

縄文遺跡群のこれまでの歩みと今後
文化庁《暫

※
定一覧表》への記載が自治体から

の提案方式になる
文化庁へ《青森県の縄文遺跡群》、《秋田県の
ストーンサークル》の提案書提出

・

・

北海道・北東北知事サミットで 4 道県の共同
提案正式合意
資産名称を《北海道・北東北の縄文遺跡群》
に決定、文化庁へ提案書提出

・

・

文化庁の文化審議会文化財分科会で暫定一覧
表への記載決定

・

ユネスコ世界遺産委員会事務局において《世界
暫定一覧表》への記載決定
縄文遺跡群世界遺産登録推進本部などの機関設置

《キウス周堤墓群》ほか２遺跡が縄文遺跡群の
構成資産に追加

この間、4 回文化庁へ《世界遺産登録推薦書の
協議案・素案など》を提出するも、ユネスコへ
の推薦は《見送り》

※
推
薦
候
補
予
備
軍
の
管
理
台
帳
。

※センターおよびキウスまでの公共交通機関はありません。

埋蔵文化財センター／長都42-1（旧長都小中学校）

㊏㊐㊗・年末年始はお休み（毎月第２㊐は開室）

縄文遺跡群の
ロゴマーク

埋文埋文

最
近
の
キ
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TVTV アニメに初登場アニメに初登場
令和２年６月、アニメ「邪神
ちゃんドロップキック 千歳
編」に、主人公たちが訪れた
場所として描かれました。登
場シーンはわずかでしたが、
全国に放映され、これまでキ
ウスを知らなかった方に PR
する機会になりました。

子ども版パンフレットを作成子ども版パンフレットを作成
令和２年 12 月、子どもたちに千歳の誇る歴史
を伝えたいとの思いから「分かりやすい」、「行
きたくなる」ようなデザインのパンフレットを
作成しました。縄文遺跡群の地図も載せていま
す。埋蔵文化財センターでお渡ししていますの
で、ぜひご覧ください。

周堤墓内に墓穴の周堤墓内に墓穴の
位置を復元表示位置を復元表示

令和元年 10 月に史跡の範囲が拡大され
たことを受け、令和２年８月、数度にわ
たる有識者会議を経て、キウスの《保存
活用計画》を策定しました。この計画に
はキウスの保存活用を適切に実施するた
めの方針が示されており、今後の史跡整
備の基盤になる大切なものです。今後は
この計画をもとに《整備基本計画》を策
定し、キウスの
価値や魅力を存
分に伝えるため
の環境づくりを
進めていきます。

保存活用計画の策定保存活用計画の策定

昭和 39・40 年に行われた１・２号周
堤墓内の発掘範囲と発見された墓穴の
位置を令和２年６月にウッドチップを
使って地表面に表示しました。これによ
り、周堤内のお墓の位置と大きさを実感
することが可能となり、周堤墓の具体的
な内容を伝えることに役立っています。
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キウス周堤墓群

長都駅

千歳駅サッポロ
ビール庭園駅

恵庭駅

新千歳空港

南千歳駅

千歳東ＩＣ
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新千歳空港ＩＣ

千歳ＪＣＴ

国道337

国道36

道央自動車道

道東自動車道

埋蔵文化財センター
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～

文化庁の文化審議会世界文化遺産部会で世界文
化遺産推薦候補に選定

・

閣議で「縄文遺跡群」の推薦書をユネスコへ提
出することが了解される

・

政府が「縄文遺跡群」の推薦書をユネスコへ提出
ユネスコの諮問機関であるイコモスが現地調
査を実施

・
・

・イコモスからユネスコへ評価結果の勧告
・世界遺産委員会において登録の可否を審議
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今後の
予定

キウス周堤墓群が世界遺産に登録されると、市内外か
らさらに多くの人が見学に訪れることが見込まれま

す。キウス周堤墓群には案内看板やパンフレットを設置し
ているものの、それだけでは伝えることができない多くの
魅力があります。そこで、教育委員会では、令和３年度か
らの市民協働で現地を案内するボランティアガイド事業を
行う予定です。まずは下記の日程でガイド養成講座を開き
ますので、埋蔵文化財センターにお申し込みください。

【と　き】 ２/21㊐、3/7 ㊐、3/20 ㊏㊗
【ところ】総合福祉センター 402 号、キウス周堤墓群ほか

before

after

見学時間：９時～17 時　入場料：無料

■ Infomation

ボランティアガイドに参加してみませんか

▶埋蔵文化財センター常
設展示室の様子。縄文時
代の遺物や近世の丸木舟
など貴重な埋蔵文化財を
見ることができます

埋蔵文化財センター
ホームページ

Twitter
公式アカウント

((24)4210　 ▪ＦＡＸ (21)9301　

キウスの特徴や価値、千歳の
魅力を皆さんに伝え、まちを

盛り上げましょう。

キウス周堤墓群を
守り活かす会
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写真提供：吉田 裕吏洋 氏
キウスのガイドの様子

◀全体を縄文土器に見
　立て、北海道と北東
　北の形を縄文時代の
　パワーを象徴するよ
　うな渦巻きの形でつ
　ないでいます。

千歳川

千歳市文化財
キャラクター

「ママチくん」


